
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軌を一にして取り落とす|2021 年|910x3501mm［set of 3］|Acrylic on canvas 

 

 

 

 

鮮やかな色と筆の響き                            ［大倉宏|美術評論家］ 

 

横に長い画面。 

 灰色帯に上下からサンドされたきいろい火群。 

 それを新潟の砂丘の松、とたちまち認知したのは、林中を歩いたことがあり、その林の脇を毎日通っているか

らだった。 

 自分では、もちろん、こんなふうに感じたことはない。意想外な角度に光が差し、見慣れた場所を照明したよ

うな、おどろきを得たが、あわせて無意識に、ただ気づかないままで、この光景をずっと見ていたのかもしれな

いと感じた。 

 作者は関東生まれ、在住の人で、新潟市の寄居浜に隣接した複合文化施設「ゆいぽーと」のアーティスト・イ

ン・レジデンスで、この絵を制作し、２日間、「成果発表」として同所で公開した。ゆいぽーとは美術家を招き、

新潟での制作を公開する事業を行っている。 

 末松由華利にとっては、傾く松、強い海風、低い空が新鮮なおどろきだったらしい。そのおどろきを胚芽に伸

び出た画面が、現実になじみすぎた私を平手打ちし、おどろく自分に、またおどろかされる。あざやかな抽象化

／象徴化が秀逸だが、加えて言うなら、色と筆触の妙が光る。小さい絵（スケッチのようなもの）も展示された

がそれらにも同じ妙が通っている。 

 なぜか時代の変化も感じた。 

 長く明治から平成にいたる、今の現代アートの過去の半身としての近代の絵を見続けてきた。それらに通底す

る「重さと暗さ」が、ある時期（たぶん 90年代ころ）を境にうすれてきた。末松のあざやかなのに澄んだ色と筆

の響きに、ごく自然に、近世の南画ー蕪村や大雅の明るさを連想した。今の世代は近代が拓いた個人という価値

観の土地に立ち、江戸期の絵師たちのように日本という大きな荷物を背に感じることなく、筆を動かせる空間に

いる。 

 そんな時代に会えてよかった。 

 

「ゆいぽーとアーティスト・イン・レジデンス 2021 冬季成果展示 末松由華利-空と海を砂で分く-」は２月６・７日に新潟市中央区二葉町の

「ゆいぽーと（新潟市芸術創造村・国際青少年センター）」で開催された。                   


